
 

信仰に寄り添う介護のかたち 
 

特別養護老人ホーム「タムスさくらの杜川口」（埼玉県川口市）では、勤務するインドネシア出身
の介護職員に向け、コロナ禍における感染拡大を予防することを目的に礼拝用スペース（簡易モス
ク）の設置や特別食の提供など、信仰に配慮した支援を行った。 
当施設に在籍する２６名（当時）の外国人介護職員の多くが、仕事と両立し介護福祉士試験に挑戦
しているが、その真摯な姿に日本人職員も刺激を受けているという。 
外国人職員と日本人職員が文化や宗教の違いを尊重し合い、支え合いながら、より良い介護の現場
を築いている。 
 

 
（2021/5/31 朝日新聞_川口さくらの杜） 


